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戦後アジアの国際体制の変容過程を検討しています。第二次世界大戦後アジアの諸国
は次々と独立を果たしたが、政治と経済の両面で自立化を達成することが非常に困難
であった。アジアでは帝国の解体＝脱植民地化過程と冷戦の深化過程が同時に出現し、
イギリスをはじめヨーロッパ諸国の支配継続の思惑と共産主義拡大防衛に力を注ぐア
メリカの思惑が錯綜していた。その体制下で、まず南アジアからは東アジア、東南ア
ジアへと独立・自立化の動きが本格した。
このような歴史に着目して、1945年以降1990年代初頭までの間に、欧米諸国のアジ

ア諸国への関与方法とともに、それを巧みに利用しながらアジア諸国が政治的自立及
び経済的自立を図ってきた過程を、政治、経済、軍事面から研究をしている。
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